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 令和８年度第３回　飯南町教育委員会議事録

 １．開会日時 　令和８年６月２５日（木）13：30 開会　　14：17　閉会

 ２．開会場所 飯南町役場　会議室

 ３．出欠状況 ○出席者 

教育長：大谷哲也 

教育委員：烏田勝信、熊谷高暢、源知香子、三島智恵 

（事務局）次長：石飛幹祐、指導主事：郷原秀文 

社会教育主事：難波淳

  

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

 

 

　学校訪問を行ったが、落ち着いて授業に取り組んでいるようで安

心したところです。 

　先般は出雲市のほうで大きな火災がありました。被災された皆様

にはお見舞い申し上げます。また、今朝は青森で大きな地震がありま

した。災害はいつやってくるかわかりませんので、梅雨の大雨も含め

心構えをしながら、臨時休校等の判断を適切に行って行きたいと感

じています。 

　高校の野球の県予選も近づきましたが、テニス部が中国大会、報道

部と JRC 部が全国大会へ行かれるということで、活発に活動を行っ

ているようです。 

　本日は６月議会の件、中学校総体の結果などをお話しさせていた

だきますのでご意見をお願いいたします。 

 

（令和８年度第２回教育委員会議事録について要旨説明） 

 

　このことについて、何かご質問などはございますか。 

　よろしいでしょうか、それでは協議報告事項に移ります。 

　６月議会について説明をお願いいたします。 

 

（資料１により６月議会について説明） 

 

　説明が終わりました。ご質問があればお願いいたします。 

 

　町に登録している個人運転手は何人ですか、また、年齢層はどれく

らいですか。資格の条件はありますか。健康診断と面談を徹底すると

ありますが、これまではできていなかったということでしょうか。 
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 石飛次長 

 

 

 

熊谷委員 

 

石飛次長 

 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

 

 

烏田委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

烏田委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

　教育委員会が依頼している個人運転手は５名います。年代は６０

代から７０代の方です。１名は４０代です。特別な資格は定めておら

ず、該当車両を運転する運転免許があれば可能としております。 

 

　５名で対応できていますか。 

　 

　個人に依頼するものと、事業者に依頼するものがありますので、現

在は、５名でやりくりできています。 

　 

　人材確保は大変でしょうが、安全な運行をお願いいたします。 

 

　その他よろしいでしょうか。 

　それでは続いて教育環境 NEWS についてお願いいたします。 

 

（『教育環境 NEWS』について別添資料により説明） 

 

　説明が終わりました。この資料は自治区長会、また、町内小中学校

の保護者さんへもお送りしています。委員の皆さんからのご意見を

お願いいたします。 

 

　保育所検討委員会の答申の概要はどのようなものでしょうか。 

 

　大まかに言いますと保育士が不足していて今の保育所の数を維持

することは厳しいだろう。来年の春にはできるものならば、４カ所を

２カ所にした方がいいという答申です。同時に保育士確保対策、処遇

改善も町としてしっかり考えるべきという提言です。 

　町としては提言を受けて、説明会を重ねてどういう方針を出すか

という流れになっています。 

 

　保育士がやめていく現状としてはどういう状況でしょうか。 

 

　聞くところによりますと若い方もですが中堅の方に思わぬ退職が

あるということを聞いています。近隣の保育所に移られたというこ

とです。保育所としては大きなダメージを受けているということで

した。 
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 烏田委員 

 

 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

烏田委員 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

烏田委員 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

石飛次長 

 

 

大谷教育長 

 

　保育所長をした経験がありますが、給与面は良くない印象でした。

若い方はやめられるだろうなと、当時から思っていました。所長会の

際に、待遇を良くしないと離職がありますと申し上げたこともあり

ます。 

わかっているが予算が決まっている、また、介護職との処遇のバラ

ンスもあるのでどうにもなりません、というような返答だったと記

憶しています。 

 

　提言のように保育所が２つになるという場合でも、では、すぐに小

学校も２つや１つにということにはなりません。志々小学校のよう

に、地域や保護者が統合を受け入れて、前向きに動いていただくまで

には４年かかっていますので。 

 

　一般的に考えると、小学校は統合したけど保育所は地域にあると

いうのはわかりますが、保育所を統合しましたが、小学校は別です。

ということは普通、理解ができない状況です。 

 

　中学校再編に加え、小学校の更なる再編も考えざるを得ない状況

になってきたと思います。 

 

　そうですね。 

　頓原小の人数を見て、早く統合してあげないと中学校では、非常に

少人数で大変だなと思います。 

 

　頓原小は志々小と一緒になっても単複を繰り返す状況になりま

す。再編の協議は先送りできない課題となっております。学校再編の

ことについては、状況に変化がありましたら、この会議に報告して参

ります。 

 

　それでは次に中学校総体の結果についてお願いいたします。 

 

（ブロック大会の結果についてレジュメにより説明） 

（その他日程について説明） 

 

　説明が終わりました、その他何かございますでしょうか。 
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 源委員 

石飛次長 

 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

石飛次長

　赤名の子ども教室の運営の状況はいかがでしょうか。 

　大きな問題はというのは特には把握しておりませんが、運営を委

託させていただいており、指導員さんも若い方々ばかりなので、いろ

いろとご苦労されているようです。何かありましたらご連絡いただ

ければと思います。 

 

　ホームページに議事録を掲載するということだったが、どこに掲

載されているかわかりづらい状況です。 

 

　状況を確認し、掲載場所がわかりやすくなるよう検討します。 

 

他にございませんでしょうか、それでは、本日は、以上とさせてい

ただきます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１４：１７終了）


